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福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和５年第４４週（令和５年１０月３０日～令和５年１１月５日） 

 

 
■ コメント 

・第 44週は、咽頭結膜熱の定点当たり報告数が 6.51、インフルエンザの定点当たり報告数が 22.29と

大きな流行が続いています。 

・咽頭結膜熱とインフルエンザはどちらも飛まつや接触によって感染するため、手洗いや適切なマス

クの着用、人と人との距離の確保等基本的な感染対策が重要です。特に、咽頭結膜熱を引き起こす

ウイルスはアルコール消毒では完全に消毒できないため流水と石けんによる手洗いが重要です。 

・福岡県感染症情報ホームページ(http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、感染症
発生情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 4  545  234  11,816  

腸管出血性大腸菌感染症 4  192  101  3,230  

デング熱 1  7  4  130  

レジオネラ症 3  77  40  1,915  

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 1  96  45  1,698  

クロイツフェルト・ヤコブ病 1  3  0  128  

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1  36  19  699  

後天性免疫不全症候群 1  40  9  771  

侵襲性肺炎球菌感染症 1  68  37  1,440  

梅毒 11  788  188  12,434  

バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1  4  1  100  

 
■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 312  1.58  0.85  14,125  2.86  

インフルエンザ（注意報レベル） 4,413  22.29  1.09  97,292  19.68  

ＲＳウイルス感染症 7  0.06  1.75  238  0.08  

咽頭結膜熱（警報レベル） 781  6.51  0.94  7,635  2.43  

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 626  5.22  1.20  9,611  3.05  

感染性胃腸炎 533  4.44  0.83  10,488  3.33  

水痘 11  0.09  0.61  317  0.10  

手足口病 131  1.09  0.75  2,697  0.86  

伝染性紅斑 0  0.00  0.00  53  0.02  

突発性発しん 43  0.36  1.48  681  0.22  

ヘルパンギーナ 27  0.23  0.57  545  0.17  

流行性耳下腺炎 5  0.04  5.00  109  0.03  

急性出血性結膜炎 0  0.00  - 9  0.01  

流行性角結膜炎 25  0.96  0.52  578  0.83  

細菌性髄膜炎 0  0.00  0.00  7  0.01  

無菌性髄膜炎 1  0.07  - 18  0.04  

マイコプラズマ肺炎 0  0.00  - 23  0.05  

クラミジア肺炎 0  0.00  - - - 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0  0.00  - - - 

※新型コロナウイルス感染症について、現在、警報・注意報の基準値は設定されていません。 
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